
今井一郎先生を偲んで
（1953～ 2025年）

　北海道大学名誉教授今井一郎先生が令和 7年 4月 21日に
逝去されました，享年 73歳（満 72歳）でした。
　今井一郎先生は，昭和 28年 1月 6日に大分県臼杵市にお
生まれになりました。通われた小学校は臼杵市立海辺小学校，
校舎の前に海が広がる環境で，放課後は磯に出かけて磯物を
たくさん採取して家に持って帰られていたそうです。高校ま
でを地元臼杵で過ごされた後，京都大学に進学され，昭和 52

年 3月京都大学農学部水産学科を卒業後，同大学院農学研究
科水産学専攻に進学されました。同博士課程 1年目に国家公
務員上級職に合格されたことを機に，昭和 55年 3月に同博
士課程を中途退学し，水産庁南西海区水産研究所に研究員と
して任官されました。当時はラフィド藻のシャットネラによ
る赤潮が西日本を中心に猛威を振るい，養殖ハマチを中心に
甚大な被害が発生していました。その研究の最前線である同
研究所の主任研究官として，平成 2年 4月からは同研究所赤
潮生物研究室長としてご研究に励まれました。平成元年 7月
には「有害赤潮ラフィド藻 Chattonellaのシストに関する生理
生態学的研究」に対して，京都大学から農学博士の学位が授
与され，平成 4年には同タイトルで日本水産学会奨励賞を受
賞されました。平成 6年 10月に京都大学大学院農学研究科
の助教授に着任され，同大学院地球環境学堂助教授，同大学
院農学研究科准教授を歴任されました。平成 21年 4月に北
海道大学大学院水産科学研究院の教授に着任され，海洋生物
資源科学部門海洋生物学分野を担当されました。平成 28年 3

月に定年により退職され，同年 4月に北海道大学名誉教授の
称号が授与されました。この間，今井先生は多くの仲間を引
き連れて，新たな研究分野に精力的に立ち向かわれ，その中で，
優秀な学生や社会人博士を数多く育てられました。
　日本藻類学会において今井先生は，評議委員，和文誌編集
委員，英文誌編集委員を歴任され，学会の発展に多大なるご
尽力と貢献をされました。また，令和 3年には藻類学分野に
おいて高い独創性とその成果が評価され，日本藻類学会学術
賞を受賞されています。他学会においても，平成 3年に日本

水産学会から「有害赤潮ラフィド藻類 Chattonellaのシストに
関する生理生態学的研究」で日本水産学会賞奨励賞が，平成
29年に日本水産学会から「有害有毒プランクトンの発生機構
と発生防除に関する研究」で日本水産学会賞が授与されまし
た。長きにわたり会長，副会長を歴任された日本プランクト
ン学会からは，平成 26年に日本プランクトン学会平成 25年
度最優秀論文賞が授与されました。他にも様々な受賞歴があ
りますが，最近では，国際有害有毒藻類学会（ISSHA）から
令和 5年に Yasumoto Lifetime Achievement Award（安元生涯
功労賞）を受賞され，Harmful Algal Bloom Trail Blazersの称
号が授与されています。
　今井先生のこれまでの業績はあまりにも膨大で，その歩み
の全てを本稿でご紹介することは出来かねますので，詳細は
「藻類」に掲載されました「日本藻類学会学術賞（山田賞）を
受賞して：有害有毒藻類研究の旅」（藻類 69: 117–121）で自
ら語られておりますので，そちらをご覧いただければと思い
ます。ここでは，今井先生の業績の中から断片的にはなりま
すが，特筆すべき偉業をいくつかご紹介できればと思います。
　今井先生のご研究として最初に思い起こされるのは，世界
初のシャットネラのシスト発見ではないでしょうか。1970年
代から 1980年代にかけて我が国で最大の漁業被害をもたら
したラフィド藻類 Chattonellaは，この頃既に海底泥中に越冬
細胞があることは示されていましたが，実際にそれらが顕微
鏡で観察されたことは無く，どのような形で生きているのか，
休眠細胞（シスト）が存在するのかといったことは不明のま
までした。そこで，今井先生は海底泥試料を片っ端から顕微
鏡観察し，それらしい細胞を拾い上げては培養を繰り返され
ました。そして，ある時遂にこれだという細胞に出会い，半
年以上をかけて培養を繰り返されました。しかし，その細胞
はいつまで経っても発芽することはありませんでした。そし
て，何となく手に取られた陸上植物に関する洋書に，拾い上
げ続けた細胞が紹介されていることに気付かれます。情熱と
愛情を注いだその細胞は，松の花粉だったのです。この時受
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けたショックを一言で「ガビチョーン！」と表現されており，
このエピソードは学生が研究に行き詰まった時や失敗した際
によく話されていました。そして，失敗談の後には，遂にシ
ストを発見した時の喜びも語られていましたが，今井先生は
最初の失敗の方が研究者としての良い経験であり，財産であっ
たことを強調されていたように思います。シャットネラのシ
スト発見により生活史が明らかになったことで，当該分野の
研究は飛躍的に進みます。今井先生もシスト発見に立ち止ま
らず，室内培養条件において人工的にシストを形成させるこ
とに成功し，さらにシスト発芽要因をも明らかにされました。
また，内的休眠期間を必要とするシャットネラのシストに対
して，それを必要としない珪藻との生活史の違いから，シャッ
トネラ赤潮発生機構の解明に至られました。これらの研究成
果を 2012年に発刊された「シャットネラ赤潮の生物学」にま
とめられています。
　次に思い起こされるのは殺藻細菌に関するご研究です。こ
の研究のきっかけは，水産庁の研究事業への参画からだった
そうですが，最初の頃，今井先生自身は殺藻細菌の存在に
懐疑的だったようです。しかし，目の前でバタバタと死滅し
ていくシャットネラを目の当たりにして，その存在と重要性
を認め，さらなる研究へと進まれます。そして，殺藻細菌が
沿岸水域において普遍的に存在していること，それらが赤潮
の消長に重要な役割を演じていること，それらの事象が食物
連鎖や物質循環の理解に極めて重要であることを示されまし
た。さらに，殺藻細菌が天然の海草・海藻の表面に大量に付
着していることを世界で初めて発見されました。そして，こ
れらの殺藻細菌が水柱へと放出されることで赤潮が抑制され
ていることを現場調査の結果から明らかにされました。この
頃の研究フィールドは大阪府のせんなん里海公園，ちょうど
真夏の海水浴シーズンに調査道具を携えて学生らとともに海
水浴客の中を突撃する様子が想像されます。これら現場調査
の結果から，藻場・海草藻場の造成が赤潮防除に役立つこと
を提案されました。この提案は日本のみならず米国を中心と

した世界的な藻場の造成とその価値の見直しへと発展してい
きます。今井先生が亡くられてすぐに発信された ISSHAの
Harmful Algal Newsの追悼文においても「これら環境にやさ
しい赤潮防除方法が，Ichiroが最後に最も大切にしていた仕
事で，彼の理念でもある」と紹介されています。
　今井先生が最後まで大切にされていた仕事は，もちろん藻
場造成と赤潮防除に関する仕事だけではありません。ここで
は，体調がすぐれないなか，最後に講演を検討されていた海
底耕耘のご研究を紹介したいと思います。かねてより，海底
には膨大な数の珪藻類の休眠期細胞が眠っていることを明ら
かにされ，それらが水柱での増殖のタネとして機能している
ことも証明されていました。ただし，海底のタネが発芽・増
殖するためには，タネが海底の撹乱によって有光層へ巻き上
がることが必要でした。一方で，水柱の珪藻類の細胞数が減
少した間隙を縫うように，シャットネラやカレニアなどの有
害鞭毛藻類が赤潮を発生させることも経験的に知られていま
した。そこで今井先生は，気象が穏やかなままでも海底から
珪藻類のタネが水柱へ供給されるように，人為的に海底を耕
すことで撹乱を起こし，珪藻類のブルームを誘導発生させる
方法を考案されました。この方法を実証するために，広島県
福山市鞆の浦沖で海底耕耘を行い，耕耘後には珪藻類が有意
に増加し，シャットネラの増殖を抑制したことを示されまし
た。さらに，大阪湾においても堺市沖と岸和田市沖において
海底耕耘を行い，有毒渦鞭毛藻アレキサンドリウムの増殖を
抑制し，珪藻が卓越した海を作ることに成功したことを公表
されています。実際に大阪湾では，海底耕耘を行った年には
アサリやカキの基準値を超える毒化は起こりませんでした。
下の図は今井先生が海底耕耘の仕組みをご説明される際に，
いつも使われていたものです。海底を耕すことで珪藻のタネ
が水柱へと放出され，シャットネラの増殖を抑えていること
を表したわかりやすい図ですが，注目すべきは船に附された
船名です。今井先生は，自らの船で海底耕耘を行うような気
持ちで，力を入れられていたことが伺えます。実際に，海底

藻場調査での一コマ 今井先生がよく使われた海底耕耘のスライド
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耕耘を行う際は可能な限り現場に駆けつけて一緒に作業をさ
れていました。
　今井先生は，農林水産省や環境省，水産庁を中心とした事
業の専門委員や評価委員等多数の要職を歴任されるとともに，
多くの学会の役員を通して学術の発展に大きく貢献されまし
た。今井先生の名刺を改めて拝見すると，様々な役職で裏ま
でびっしりと埋め尽くされており，多方面でのご活躍ぶりが
伺えます。

北海道大学名誉教授
琵琶湖博物館特別研究員
沿岸環境関連学会連絡協議会代表
日本水産学会水産環境保全委員会委員全日本漁港建設協会環

境維持保全工法研究会顧問
瀬戸内海広域漁業調整委員会会長
大阪海区漁業調整委員会会長
大阪府海面利用協議会会長
大阪府豊かな海づくり推進プラン懇話会座長
公益財団法人大阪府漁業振興基金評議員
認定特定 NPO法人びわ湖トラスト理事
（公財）国際エメックスセンター主席客員研究員
国際有害有毒藻類学会評議員
第 20回国際有害有毒藻類学会（ICHA2023広島）大会委員長
中国温州大学客員教授
雲南大学客員教授

　今井先生を表すのに小さな名刺ではとても表現しきれな
かったのでしょう，他にもたくさんの役員，顧問などを兼務
されておりました。北海道大学を定年退職後も，上記のよう
な肩書きで全国を飛び回られていましたが，中でも足しげく
通われていたのは琵琶湖でした。週に 1度は琵琶湖博物館へ
行き，特別研究員として多くの研究者と交わり研究に励まれ
ていました。また，認定 NPO法人びわ湖トラストの理事・事
務局長として，琵琶湖を介した子ども達への教育活動にも力
を入れられていました。令和 6年度日本水産学会秋季大会に
おいては，研究会「琵琶湖における環境変動と漁業生産の変
化：瀬戸内海と比較して考える」の企画責任者として，近年
の急激な漁獲量減少に対する問題を多角的に議論されました。
この頃には体力的にもお辛かったことと思いますが，丸一日
の本研究会においてほとんど休まず，いつものように中央最
前列で両手を机の上に置かれ体を支えられている姿が印象的
でした。ただ，大柄でがっしりとした印象の強い今井先生で
したので，ぶかぶかになってしまったシャツを着られたお姿
に，関係者の皆さんはとても心配されていました。国際的には，
北太平洋海洋科学機構（PICES）の有害有毒藻類部門の日本
国委員を 2003～ 2019年にわたり務め，国際有害有毒藻類学
会の国際評議員を 2008～ 2012年と 2016～ 2025年にわた
り務められ，国内外の学会活動の発展に尽力されました。最
後の国際的なご活躍の場になったのは，2023年に開催された

第 20回国際有害有毒藻類学会でした。本国際学会の大会委
員長として，国内外の多くの研究者とともに盛況のうちに幕
が閉じられました。
　今井先生の周りには常に人の輪がありました。大学の研究
室では，学生や研究者と同じ目線で事物・事象を観察・研究
され，喜びや苦しみを等しく共感されていました。意味もな
く開催される研究室での宴会にはほぼ 100%参加され，召し
上がる量は 200%以上でした。学会などでも常に中心的な存
在で，久々に出会う研究者仲間とガハハと笑われている姿が
印象に残っております。豪胆で，力強く，しかし繊細で包容
力があり，柔軟さと頑固さが入り混じったような，類を見な
い “何か”，とてつもなく大きな存在でした。今井先生が育ま
れたご研究やその思想は，先生のお弟子さんや仲間たちにしっ
かりと引き継がれていますので，どうかご安心ください。そ
ういった意味では，今井先生の研究の旅はまだまだ続きます。
いつかまたお会いできる日が来ると思いますので，またその
時はいつものように肩を組み，朝まで飲み明かしたいと思い
ます。
　今井先生，ありがとうございました。また会う日まで。

　以下に今井先生の主要なご業績を挙げます。お纏めくださっ
たのは大西由花博士（東京大学）です。また，本文中の写真
は中山奈津子博士（水研機構技術研）よりご提供いただきま
した。
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